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 3 年前、ちょうど新型コロナウイルスが流行していた頃だったので、2020 年 4 月に

入学するはずだった私は、この年のクリスマスの日に来日しました。あっという間に 4

年生になります。時間が経つのは本当に早いですね。 

日本に来たばかりの頃は本当に迷い、何も分からず、自分一人で全く違う場所に来て、

言葉も通じず、店に買い物に行くのも唯々諾々*1でした。加えて、もともと国内で指定

されていた計画は、いくつかの不可抗力要素のために自分で仕事を探す必要があり、そ

の時間は本当に大変でしたが、そのために私は成長しました。ぬるま湯から飛び出して

こそ、自分なりの方向を見つけることができることもわかりました。ここで、私は一人

で大家さんと交渉して、便器を修理して、無線ネットワークを設置して、カーペットを

洗って、ご飯を作って、「上九天揽月，下五洋捉鳖」*2 。快適な場所から出ないと、自

分でこんなに多くのことをできるとは永遠に信じられないかもしれません。ここでは学

校の先生方や先輩方が、生活や勉強に多くの助けを与えてくれたことについて、心から

本当に感謝しています。 

ここで後輩たちに伝えたいことが 2 つあります。1 つは外の世界の大きさを見て、自

分の小ささを知る。日本への留学は成功もあれば失敗もありますが、海外の多元化を感

じ、自分の不足を認識できれば、留学生活に収穫がないとは言えませんし、帰国しても、

その経験に基づいてまとめて、自分にもっと良い人生計画を立てることができます。 

もう一つは、留学生活は数奇に満ちているが、これらの数奇は人生経験の一部であり、

大したことではないということです。私の留学生活の中で一番忘れられないのは、助け

てくれた人たちです。私は今でも私を助けてくれた先輩の話を覚えています。その時、

私は彼に感謝するため、食事をごちそうしましたが、最後は先輩の勘定でした。その時、

彼は「私があなたを助けるのはお金のためではありません。私もそれを経験した人なの

で、あなたが困っているのを見て、あなたを助けたいと思っています。もし、あなたが



私に感謝したいなら、あなたは後で後輩が困っているのを見て、手を伸ばせばいいので

す」と言いました。この言葉は今でも頭の中に残っています。ですから、後輩たちには

自分の留学の苦労を覚えてもらい、これからも自分の後輩を助けてほしいと思っていま

す。 

 

 

 

 

*1 唯々諾々 事のよしあしにかかわらず、何事でもはいはいと従うさま。人の言いなりになり、おもねるさ

ま。「はい、はい」の意。 

*2 毛沢東の詩《水调歌头·重上井冈山》。天の最も高いところで月を抱えて、5 つの海でスッポンを捕まえ

る→人は雄大な理想を抱き、偉大な志を立て、知恵と力を使えさえ、なんでもやれます 

 

 

 


